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ヤリンバイのように一定の分布区域を有するものと単なる極端型の場合がある。日本に栽

培されているヒメシヤリンパイはR.伽ﾉ伽の単なる広葉型に過ぎない。

花序枝が細いモッコクモドキ型のものでは花序は総状または散房状となるが，小枝も

太く，葉も大きい型，たとえばシヤリンバイなどでは横枝を出し円錐状となる。もちろん

これの間には色々の中間型がある。中井はモッコクモドキの花序は散房状としているが，

かならずしも散房状ばかりでなく，総状花序のものもあり，勢のよい枝では円錐花序が普

通である。しかし花序の大きさはシヤリンバイに比べると小さく長さ5cm以上になるこ

とはまれである。花序には通常鐇色の密毛があるが無毛型のあることは前述の通りである。

もちろんこの場合にも中間型のものが見られる。たとえば沖繩群島産は無毛であるが八重

山群島産には中間型が多く見られる。

雲片花の小さい，モッコクモドキでは薯片は線状三角形で長さ2～4mm,幅1～2

mmのものが多いが，花の大きいシヤリンバイでは全体が大きく長さ4～6mm,幅2～

3mm程度のものが多い，もちろんかなりの変異がある。沖繩島以南の琉球列島のものは

両者の中間位のものが多い。薯裂片の背面の毛の多少は花序の毛の場合と同様である。

花弁花の小さい，モッコクモドキでは花弁は倒披針形で長さ6～8mmのものが多い

が，花の大きいシヤリンバイでは倒卵形で長さlcm内外のものが多い。

果実これは大体日本のシヤリンバイでは径lcm内外のものが多いが，モッコクモド

キでは5～8mm位のものが普通である。しかし沖繩島のオキナワシヤリンバイ型のもの

にはモッコクモドキと大差ないものも往々見られる。

以上の点から考え日本・台湾には1種3変種1品種が分布することがわかった。以下各

種類について述べて見たい。

モッコクモドキ(R.indicaLINDL.)

代表的型では葉の鋸歯は粗〈（すなわち鋸歯の数が少なく），質はシヤリンバイより薄

手のものが多く，下面網肱の分岐はシヤリンバイより粗い。小枝はやや細く，花はやや小

形で花弁は倒披針状三角形～狭倒卵状菱形でやや鋭頭～鈍頭，薯片は小さく長さは通常5

~8mmである。中国大陸ではあまり変異はないが，インド支那，海南島，琉球列島，す

なわち温暖多湿の海洋気候のところでは葉が大きくなり，花．果実も多少大きくなる傾向

ｶﾇある。しかしこの大葉型と小葉型の間にはあらゆる中間型があって多くの個体を見ると

線を引くことは無理である。台湾のアミバシヤリンパイは正宗．清水は別種R・加p7℃ss/-

z)e""MAsAM.を用いたが葉の表面の肺が凹入するのは大陸のR."@4加γ,R.7zgosEzや海

南島産(F.C.How73619)にも知られており，花序の花数も大した区別点とならないの

でモッコクモドキに含めることにする。本種は中国大陸からインド支那．台湾．琉球（沖

繩島以南）に分布し極めて変化が多い。

ヒイランシヤリンバイ(var.hiiranensisLI)

これは台湾の南部に産し，花序が無毛またはやや無毛で葉はシマシヤリンバイより厚く，

小花梗は長さ1～1.5cmある（"αi℃αではlcm以下）ので他と区別できる。

ホソバシヤリンバイ(var.liukiuensisKITAM.)
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これは沖繩本島の内陸部だけに見られる小高木で，幹は通直，枝は鋭角にでるので細長い

い樹冠をつくる。葉は一般に倒披針形から倒披針状長楕円形であるが，ときとして倒卵状

楕円形となるものもあり，かならずしも細長いとは限らない｡葉柄は長さ1．5～2．5cm

で他の類より長い。花序には誘色の密毛があり，花，実は大きさシヤリンバイと大差ない。

マルバシヤリンパイ(var.integerrimaKITAM.)HooK.f.はR.血加"加var．
●

加囎gγγ伽aHooK.f.を発表した際，異名としてR.加姥eγγ"aHooK．&ARN.をあ

げているが，これを変種に組替えた形で発表していないので弧括に入れるbasionymの命

名者は(HooK.&ARN.)でなく(HooK.f.)としなければならない。そうしないと

Hook.f・の発表したものはマルバシヤリンバイであり,HooK.&ARN・の加彪ggγγ加α

は小笠原産のシヤリンバイの単に鋸歯のない型であるので混乱を起すおそれがある。マル

バシヤリンパイは北は山形，茨城から南は九州中部まで分布し，シヤリンバイに比べ丈は

低くて小枝は太く横枝は横にはり，葉は倒卵形～円形で厚く普通のシヤリンバイの円葉型

のものと多少異っている。北村博士はシヤリンバイと一緒にしたが一定の分布区域を有す

るので分けておいた方がよいと思う。

シヤリンバイ(var.integerrimaf.umbellataHATs.)

これはモッコクモドキに比べ一般に葉は大きく厚く，鋸歯は（あれば）小さくて密，花

は大きく花弁は倒卵形で鈍頭～円頭，長さlcm内外で西南日本から奄美大島までと，台

湾，中国東部に知られている。本種の葉の全縁の型はアツバシヤリンパイと称され小笠原，

大東島，台湾（北部および紅頭唄）などに分布するが，これは単なる極端品にすぎず一定

の分布区域を有するわけでなく，その他の地域にも往々見られるものである。

最後に本研究に当たり台湾大学のシヤリンバイ類の標本全部を心よく貸与して下さった

許建昌博士に心から感謝したい。
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Distr・Ryukyus,Taiwan,S.Chinaandlndo-China.

var.hiiranensis(KAN.)LI,1.c.235;WooDYFl.Taiwan,1.c.293
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(1906)706;Rehd.Bibliogr.(1949)263

尺加'"わ”た"g""s"var.0"""(BRIoT)NAKAI,Fl.Sylv.Korea.6(1916)
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Distr. Japan (middle Honsyu to northern Kyusyu) 

f. umbellata (THUNE.) H ATUSIMA, comb. nov.

Laurus umbellata THUNE., FL J ap. (1784) 175 

Rhaphiolepis sieboldii BL., Bijdr. (1826) 1102 
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Rhaphiolepis integerrima HooK. & ARN., Bot. Beecheys Voy. (1837 -1840) 

263 ; NAKAI, 1. c. (1924) 62 

Rhaphiolepis japonica S. & Z., FL Japon. 1 (1841) 162, t. 85 

Rhaphiolepis mertensii S. & Z., 1. c. 164 in nota 

Rhaphiolepis umbellata (THUNE.) MAK. in Bot. Mag. Tokyo 16 (1902) 13 ; 

ScHNEID., Illust. Handb. Laubholzk. 1 (1906) 705, t. 390 h-i, 391 i 

1. C. (1924) 62 ; 証HD., 1. c. (1949) 263 ; KALKM心閥1. c. 433 ; KUAN & 

Yu, 1. c. 280 

Rhaphiolepis umbel/ala ssp. integerrima (HOOK. & ARN.) MASA MUNE & 

YANAGIHARA in 1. c. (1941) 274, comb. nud. 

Rhaphiolepis umbellata var. integerガma (HOOK. & ARN.) MASAMUNE, Enum. 

Trach. Ryukyu Ins!. V (1955) 111 

Rhaphiolepis indica ssp. umbellata (THUNE.) H ATUSIMA in Mem. Fae. Agric. 

Kagoshima Univ. VII -2 (1970) 309 

Distr. Bonins, S. W. Japan to Amami-Islands, Daito Islands, Taiwan (north. 

part and Isl. Botel Tobago) and E. China. 
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